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令和６年度第４回袖ケ浦市公民館運営審議会 

 

１ 開催日時  令和７年１月 

 

２ 開催場所  書面会議 

 

３ 出席委員 

委員長 篠原 和行 委 員 早川 敦 

副委員長 片寄 礼子 委 員 福原 孝彦 

副委員長 石井 喜三江 委 員 杉浦 智子 

委 員 庄司 光利 委 員 鈴木 美恵子 

委 員 粕谷 和俊 委 員 竹内 良雄 

委 員 田中 輝博 委 員 高橋 亜由美 

 

４ 報告 

（１）令和６年度市民会館・公民館まつりの実施結果について 

（２）令和７年袖ケ浦市二十歳を祝う会の取組状況について 

  （３）市民会館・公民館事業の実施状況について 

 

５ 議事 

報告（１）令和６年度市民会館・公民館まつりの実施結果に対する意見 

 

篠原委員長 

市民会館・公民館の皆さんご苦労様でした。全館が盛況だったことは実行委員

や職員の努力の賜物です。全館が昨年の参加者数より上回っていました。前年の

反省事項を今年に生かしていこうというところが見受けられました。 

 発表会の見学者が少ないのが、以前から気になっていました。いろいろ工夫を

しているようですが、放送を活用して、発表前に紹介したり、発表の様子等を場

をとらえて知らせたり等、さらに工夫をお願いします。 

 まちづくりの職員もいるので、まちづくりについての広報をしたほうが良い

かなと思いました。 

⇒【事務局回答】 

市民会館・公民館まつりについて、館によっては、館内放送で来場者に周知し

ています。次年度以降、より積極的に放送設備を活用するなどの工夫をしたいと

思います。 

まちづくりに関する広報活動については、検討してまいります。 
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片寄副委員長 

昭和、平川、長浦等の交流センターにおいては、事前の準備、当日の運営、片

付けなどを各サークル等に依頼し、その結果、協力が得られたサークル、団体数

が増えているとの報告でした。 

今後もより一層、皆で作る、参加する「市民会館、公民館まつり」にしていく

ことが重要と思います。 

昭和交流センターの「市民会館開館５０周年記念展示」は、５０年の歴史が細

かく順を追って展示されていて、作成者の熱意が伝わってきました。とても楽し

く、興味深く拝見しました。 

平川公民館ロビーでのギター演奏は、演奏している前が来館者の通路になっ

ていたので、演奏場所について、一考をお願いします。 

⇒【事務局回答】 

演奏場所については、団体と協議し決めたところですが、来年度以降はご意見

を踏まえ、調整していきたいと考えております。 

 

石井副委員長 

各館が工夫をこらして頑張っているのが良くわかります。 

個人的には、根形公民館での飲食が好きで今年は５人で館内でお昼をすませ

ました。また、天候が悪かったので、車を案内した人たちは大変だったろうなと

思います。長浦公民館のミャンマーのお店を中学生たちが協力して客寄せして

いたのは、素晴らしかったです。 

 

庄司委員 

１１月２日（土）は雨天でありながら、多くの来場者があり、盛会であったと

思います。主催者の方々の工夫もあり、スムーズな運営であったと感じました。

各公民館の反省の中にもありましたが、親子での参加が多く見られたと思って

います。高齢者の参加が課題としてあげられていたが、「チョイソコがうら」を

この時だけは定時巡回便にするなどの工夫をしてみてはどうでしょうか。 

⇒【事務局回答】 

チョイソコがうらについて、定時巡回便の設定が可能かどうか、担当部署に相

談してみたいと思います。 

 

粕谷委員 

市民会館まつりに、ウクレレサークルの指導者として参加させてもらいまし

た。その時に参加していた、カラオケサークルの発表の時でしたが、フロアーモ

ニターの設置がありませんでした。職員になぜ設置しないのか尋ねたところ、故

障していて使えないとのことで、予算要望しても予算が付かないとのことでし

た。カラオケを歌う人にとってモニターは不可欠な設備ですが、来年度の予算要
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望はどうなっていますか。 

また、整備されるまでの期間は応急処置として、中ホールのスピーカー（ＳＸ

３００ ）をモニタースピーカーとして利用できないか。民間では、ＳＸ３００

はモニタースピーカーの定番としてよく使用されています。中ホールでの使用

が無い時には、使用できると思います。よろしくお願いします。 

⇒【事務局回答】 

来年度の予算にフロアーモニターに関する費用は、認められませんでした。 

なお、中ホールのモニタースピーカーを代替使用できるかの対応については、 

今後検証したいと思います。 

 

田中委員 

公民館まつりについて、各館の令和６年度のコンセプトに対して、結果がどう

だったのかという視点が必要と思われます。 

５館共通、または各館の独自のコンセプトに対してです。反省事項を見ると、

共通しているのは、まつりの運用についての内容がほとんどで、社会教育の実践

の発表、一般市民への情報提供、巻き込み等の取組状況についての視点が大切と

思われます。 

団体の様々な社会活動実践において、教育的要素を取り入れながら、それぞれ

の目的を目指して、試行錯誤しながら、前進することの支援が公民館の役割の一

つと思います。 

活動団体の成果報告、発表を披露することは、当該団体にとって本義であるか

らいいですが、活動を実施する段階で、公民館として教育的にどう関わったのか

という視点が必要です。                                           

活動の場の提供以外に、当日前後の運営のほかに、何ができて、どうだったの

かということではないかと思います。 

 

早川委員 

特に意見等はございません。 

 

福原委員 

特に意見等はございません。 

 

杉浦委員 

根形公民館、市民会館、長浦公民館に行かせていただきました。 

根形公民館 

・つきたて餅の販売が大好評でした。各サークルの展示では、サークル活動 

の紹介コーナーが設けられていて、わかりやすかったです。個人的には陶 

芸作品販売が楽しく、購入してきました。 



4 

 

市民会館 

 ・子どもたちの作品が大ホールの広いコーナーに展示されていて、開放的で 

見やすかった。５０周年記念展示が興味深かった。 

 長浦公民館 

  ・唯一、発表（ミニコンサート）を視聴しました。完成度の高い歌声に感動 

しました。サークルの作品づくりのビデオ映像が少し離れたコーナーで 

流れていましたが、休憩としてイスに座っているような人が多く、視聴で 

きず残念でした。 

 

鈴木委員 

平岡公民館での平川保育所園児の発表は、ご家族などの大勢の方々が観客と

して見に来てくださっていて賑わいがあり良かったです。やはり、子どもさんや

お孫さんがいるご家庭は、楽しみにしているのではと思います。 

また、袖ヶ浦高校新体操部の発表は、元気をもらえるとても良い催しと思いま

す。終了後の子どもたちの参加体験会は、大勢の子どもが楽しんでいました。 

根形公民館の初日、駐車場が早い段階で満車となり、入場できない状態となり、

残念でした。天候の影響は仕方が無いとしても、事前の準備でもう少し対応がで

きていたらと思います。 

⇒【事務局回答】 

根形公民館まつりでは、例年通り多目的広場を駐車場といたしましたが、雨 

によりグラウンドコンディションが悪化したため、多目的広場の駐車場を制限

しました。 

 郷土博物館の駐車場を借用していたため、そちらへの案内をいたしました。 

 来年度以降、雨天時の対策といたしまして、郷土博物館駐車場のほか、袖ケ浦

公園の駐車場、根形中学校のプール跡地を借用することを検討してまいります。 

 

竹内委員 

定量的傾向監視として、出品数とか人員数とかは( )書きで昨年の数値を加

筆して欲しい。また、記載が可能か否か不明だが、経費に関するもの、例えば模

擬店の収支とか、祭り全般に係る経費とかの開示はできないか。反省会の場での

口頭でもすべき案件と思う。 

⇒【事務局回答】 

報告書において、昨年度の数値がわかるよう、次年度以降、工夫したいと思い

ます。 

経費については、各館と検討したいと思いますが、キッチンカー等事業者に係

る費用については、営業にも関わることなので難しいと思っています。 
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高橋委員 

特に意見等はございません。 

 

 

報告（２）令和７年袖ケ浦市二十歳を祝う会の取組状況に対する意見 

 

篠原委員長 

とても良いと思います。 

 実行委員会制を取っており、二十歳の方々が前面に活動しているのが良いで 

す。 

 二十歳の委員の意見や希望をより多く取り入れてあげられるように、今後も 

お願します。 

 

片寄副委員長 

特に意見等はございません。 

 

石井副委員長 

社会に出て、あるいは大学生になってから自分というものを見つめなおす為

の一つの機会となる会、自覚とつながるような催しに、二十歳の人たちを応援す

るのは、大切なことだと思います。 

あくまで主体性を若い人に預けて後押しする形は良いのではないでしょうか。 

⇒【事務局回答】 

二十歳を祝う会は、市や実行委員会が主体の運営となりますが、記念行事につ

いては、二十歳の若者による企画運営となりますので、彼らが記念行事を主体的

に取り組めるよう、支援してまいります。 

 

庄司委員 

実行委員の方々、ご苦労様です。記念行事も含め、準備が進んでいる様子がよ

くわかりました。 

 

粕谷委員 

特に意見等はございません。 

 

田中委員 

特に意見等はございません。 
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早川委員 

特に意見等はございません。 

 

福原委員 

特に意見等はございません。 

 

杉浦委員 

当日だけ参加させていただきました。 

保護者席は必要でしょうか。 

⇒【事務局回答】 

 長浦公民館では、会場内に二十歳の方たちの席を用意し、そのうえでスペース

に余裕があることとニーズがあることから保護者席を用意しています。保護者

席も高い割合で利用があります。 

 なお、長浦公民館以外の会場にも保護者席を設けております。 

 

鈴木委員 

平川地区の二十歳を祝う会へ実行委員を兼ねて出席しました。例年の会場で

あった平川公民館よりはコンパクトな会場となり、親密な距離での参加が、逆に

良かったのではと思います。曇り空での天候であったが、つつがなく終始なごや

かな雰囲気のなかでの会で、とても良かったです。 

 

竹内委員 

特に意見等はございません。 

 

高橋委員 

特に意見等はございません。 

 

 

報告（３）市民会館・公民館事業の実施状況に対する意見 

 

篠原委員長 

幼児学級や小学校・中学校家庭教育学級の参加者数が昨年より増加している 

のを見ると、各館の工夫や苦労の様子が伺えます。内容については、保護者のニ

ーズを大切にし、また、職員として今現在必要であると思うことも組み込みなが

ら、企画運営をお願いします（他の事業も同様にお願いします。）。 

 単発事業について、事業が終わったら、その都度、評価をしていったほうが良 

いと思いますがいかがでしょうか。例えば、４段階（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄor１・２・ 
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３・４等）で。そうすれば、年度末の評価がしやすくなり、来年度に生かせると 

思います。 

⇒【事務局回答】 

 保護者のニーズといった要求課題のみでなく、いま、社会にとって必要なこと 

（必要課題）を職員同士でも相談・協議を重ね、次年度の企画運営につなげて 

まいります。 

 単発事業の評価についてのご提案ですが、評価方法を検証の上、次年度提示で

きるようにしてまいりたいと考えております。 

 

片寄副委員長 

各館のご努力により、順調に事業が実施されたと思います。 

今後もよろしくお願いいたします。 

 

石井副委員長 

個人的には、サークル活動に関しても、民生委員での見守り事業や各イベント

に際しても、市民会館・公民館にお世話になっていますので満足しています。 

 

庄司委員 

多くの事業が実施されるなか、家庭教育学級等の参加者増につながるような

取組を考えていきたい。 

 

粕谷委員 

特に意見等はございません。 

 

田中委員 

特に意見等はございません。 

 

早川委員 

特に意見等はございません。 

 

福原委員 

特に意見等はございません。 

 

杉浦委員 

広報だけでなくメールやＬＩＮＥで事業参加の募集通知がくるのは便利です。 

市民会館では“こども食堂”を実施していますが、他の公民館では難しいでしょ

うか。 
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⇒【事務局回答】 

こども食堂は公民館の主催事業ではありませんが、千葉県の情報によると現

在、袖ケ浦市内で２団体が活動しています。活動場所は市民会館と長浦公民館で

す。 

その他の公民館におきましては、特段、こども食堂の活動などはありませんが、

希望をすれば施設を利用することができます。 

 

鈴木委員 

各館ともに順調な取組で事業が進んでいると思われます。 

市長部局へ移行した後の影響や変化など伺いたいと思います。 

また、来年度の事業や予算などへも、市長部局に移行した「イメージ」が何か

あれば良いと思います。 

⇒【事務局回答】 

 移管後も公民館事業については、引き続き取り組んでおります。 

 事務局としては、施設の利用部分で移管後の影響や変化を感じております。 

 具体的には、営利団体等の利用であったり、フリーマーケットの実施に関する 

問い合わせなどです。施設利用の面のみならず、事業においても、交流センター

となったことで、交流の機会やまちづくりにつながるような取組を企画できれ

ばと考えております。 

 来年度の事業や予算についてですが、平川公民館で Wi-Fi設置を行う予定の 

ほか、各館例年よりも施設修繕等の予算を要求しておりますので、市民の憩いの

場・交流の場づくりにつながるものと考えております。 

 

竹内委員 

全体について 

  参加人数の空白は次回口頭で報告願います。 

⇒【事務局回答】 

第４回資料の「報告（３）市民会館・公民館事業の実施状況について」で参加 

人数が空欄だった事業の参加人数が以下のとおりです。 

なお、この数値は第５回資料の「（４）令和６年度市民会館・公民館事業の成 

果と課題について」の事業の記録に掲載することになっております。 

●市民会館 

第７回子どもチャレンジ教室（１２月２５日実施） １４人 

●平川公民館 

   書き初め教室（１２月２７日実施） ２６人 

●長浦公民館 

   お正月飾りづくり講習会（１２月２０実施） ２４人 

   第６回長浦さわやかスクール（１２月２４日実施） ４０人 
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●根形公民館 

   第８回成人絵画教室（１２月２１日実施） １４人 

   第３回地域人材育成講座（１２月２１日実施） ８人  

●平岡公民館 

   第４回ひらおか子ども教室（１２月２６日実施） １２人 

   第３回国際理解セミナー（１２月２１日実施） ９人 

第２回地域人材育成講座（１２月２１日実施） １４人 

市民会館 

・乳幼児家庭教育学級では一部の参加人数が募集人数を上回っていますが、 

足切りをしなかった理由を伺います。また超過人員で対応可能とした理 

由、そして盛況となった考えられる理由も伺います。 

・中学校家庭教育の子供たちのスマホが参加４人と少ない理由を伺います。 

  ・地域人材育成の事業名と募集人数と参加人数の数値がミートしていない 

のではないでしょうか。 

⇒【事務局回答】 

乳幼児家庭教育学級について回答します。 

参加人数については、保護者の他、連れてきた乳幼児も含めているため、募 

集人数を上回った人数となっております。 

また、参加した保護者については、募集した人数以下のため、超過となって 

おりません。 

第５回中学校家庭教育学級（テーマ：子どもたちを取り巻くスマホ事情）に 

ついてですが、担当としては以下２点を原因と考えております。 

  ・テーマのあいまいさ 

→今後、同一のテーマで実施する際は、より深掘りしたいと思います。 

・事業のＰＲ不足 

→年間予定で日程やテーマは示していましたが、第５回参加者アン 

ケートにて参加人数の少ない原因を聞いたところ、事業を知らない 

といったような声が挙がっていたので、学校とも連携しより一層の 

事業周知に努めたいと思います。 

  地域人材育成講座についてですが、市民会館では、「地域理解」というテー 

マのもと取り組んでおります。 

  親子ウォーキングを通じて、まずは地域の魅力にふれていただくことで地 

域の良さを実感してもらうとともに、地域を知る人材を増やしていくことで 

地域の活力や交流の機会を増やせると考えております。 

  なお、募集人員を「組」で表記している一方、参加者を「人数」で表記して 

いる部分については次回以降工夫したいと思います。 

平川公民館 

・乳幼児家庭教育学級では一部の参加人数が募集人数を上回っていますが、 
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足切りをしなかった理由を伺います。また超過人員で対応可能とした理 

由、そして盛況となった考えられる理由も伺います。（市民会館と同質問） 

・子どもクラブのミニランタンづくりが参加２人と少ない理由を伺います。 

  ・生活いきいき講座の移動教室が中止になった理由を伺います。 

⇒【事務局回答】 

乳幼児家庭教育学級については、市民会館の回答のとおりです。 

 子どもクラブのミニランタンづくりについては、１１月２４日（日）に開催し

たところですが、同時期に中川小児童の参加するクラブチームの活動や他のイ

ベントが重なったため、参加者が少なくなってしまったと考えております。 

生活いきいき講座の移動教室は、市バスを利用し１２月を予定していました

が、申込者が少なく、延期するにしても都合の良い日程でバスの予約が難しかっ

たため、やむを得ず中止としました。 

長浦公民館 

・子育てパパ応援講座の参加人数が募集人数を上回っているが、足切りをし 

なかった理由を伺います。また超過人員で対応可能とした理由、そして 

盛況となった考えられる理由も伺います。 

・さわやかスクールの移動教室で盛況となったと考えられる理由を伺いま 

す。 

⇒【事務局回答】 

子育てパパ応援講座については、２歳から小学校入学前までの子どもを持つ

父親を対象として１５組募集して３６組の応募がありました。今までの傾向か

ら毎回、欠席の方はいらっしゃいますので、２０組を受け入れることとしてその

回の内容によって余裕がある場合には、今回残念ながら落選された方にもご連

絡して講座に参加していただいたりしました。 

 子育てパパ応援講座は「お父さんと子どもが一緒に活動する中で父親同士の

交流を図る」ということを目的にしております。この「お父さんと子どもが一緒

に活動する」という内容が良かったのではないかと考えております。 

さわやかスクールについては、参加している講座生も年々高齢化しており、歩

いたり動いたりすることがだんだん難しくなってきていると思われます。移動

教室は毎年人気ではありますが、今年度の移動教室はそうした状況をより考慮

した内容であったことから好評であったと考えております。今年度の移動教室

は千葉港めぐり観光船への乗船と千葉ポートタワーの見学がメインとなってお

り、徒歩での移動はあまりないものとなっていました。 

平岡公民館 

 ・シニアセミナーのウォーキング参加１１人と少ない理由を伺います。 
⇒【事務局回答】 

 今年度のアンケートに、事前にコースなどもう少し詳しい情報が欲しかった

旨の意見があったところです。募集をする際に講座の魅力を伝えられるように
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工夫したいと思います。 

 

高橋委員 

特に意見等はございません。 

 

 

【その他の意見】 

 

篠原委員長 

学校帰りの子ども達が、平岡公民館に寄り勉強したり、職員との交流をしてい 

る。 

高齢者や近隣住民も気安く来館し話ができる雰囲気づくりは大切だと思えま 

す。こういうことで交流センターの役割を少し担えるのではないでしょうか。 

⇒【事務局回答】 

 子どもたちだけでなく、交流センターが多世代交流の場・憩いの場となるよう、

活動に取り組みたいと考えております。 

 

片寄副委員長 

２０２４年１０月号「広報そでがうら」の紙面について、「市民会館.公民館ま

つり」は１ページで、情報量に対して窮屈感がありました。 

ちなみに「そでがうらまつり」は５ページを使い、わかりやすい紙面となって

いました。 

新しい「そでがうらまつり」の方に広報としては力が入るのでしょうか。 

「市民会館、公民館まつり」は、さまざまな広報手段により、広報されていま

すが、中.高齢者は、紙面による広報が見やすく、わかりやすいのではないかと

思います。 

ページ数が制限されるのであれば、「公民館まつり特集」として折り込みを入

れる方法もあると思いますが、いかがでしょうか。 

⇒【事務局回答】 

市民会館・公民館まつりの折り込みについては対応が厳しいですが、地区への

回覧のみならず、地区内の公共施設やスーパーなどにチラシを設置をお願いす

るなど、より地域の方々、特に紙面による情報を求められる方々の目に届くよう

な工夫をしてまいります。 

 

田中委員 

公民館運営審議委員として、公民館を利用、使用する側の立場になって、今の

公民館に、何が求められているかを、公民館設置の原点から、考えることは、意



12 

義があることだと考えます。                                         

また、公民館について、その設置の背景、経緯を市民に知ってもらうことは、

社会教育を市民に理解してもらうためにも必要だと思います。 

そこで、提案ですが、令和７年度の公民館まつりに、公民館の一隅にそのよう

な場を設けてほしいと思います。 

委員全員が、参加できなくても、有志という形で、まつり来場者の市民の方々

に、関心を持ってもらえるようなものを企画・実施したいと思います。 

その過程で、教育的思考を取り入れ、公民館の指導・助言を受けながら進める

ことで、社会教育の実践を試行したいと思います。いかがでしょうか。 

⇒【事務局回答】 

市民会館・公民館まつりにおける公民館の設置背景等を知っていただくため 

の場を設けていただくことについては賛成いたします。 

 ただし、各館の会場の関係もありますので、次年度の公民館運営審議会などの 

場で設置場所を検討できればと考えます。 

 

竹内委員 

審議会は５つの公民館で輪番に開催していますが、公民館内の展示品や掲示

物等の比較も必要と考えますので、館長又は代理者に審議会前に３０分程度で

館内の案内をしてほしい。 

⇒【事務局回答】 

 ご要望があれば、館内の案内を個別に行いたいと思います。 

 

 

 

以上 
















































































